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先
月
号
で
紹
介
し
た
鉄
道
の
発
達
は
、
ま
さ
に
物

流
の
近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道

を
敷
く
た
め
に
は
、
多
く
の
お
金
を
必
要
と
す
る
た

め
、
隅
々
ま
で
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば

上
三
川
町
か
ら
鉄
道
に
乗
る
な
ら
ば
、
石
橋
駅
や
雀

宮
駅
ま
で
道
路
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
鉄
道

で
は
行
け
な
い
場
所
、
た
と
え
ば
真
岡
市
な
ど
に
素

早
く
行
く
な
ら
ば
、
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

道
路
交
通
網
の
整
備
は
、
明
治
新
政
府
の
殖
産
興

業
政
策
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
政
策
で
し
た
。
し

か
し
明
治
初
期
は
、
江
戸
時
代
の
街
道
が
踏
襲
さ
れ
、

修
繕
費
用
も
一
般
の
人
々
の
お
金
で
行
な
わ
れ
る
な

ど
、
大
き
な
改
善
は
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

明
治
時
代
の
末
に
は
、
国
道
・
仮
定
県
道
・
一
等
里

道
・
里
道
と
い
う
よ
う
に
重
要
度
で
の
格
付
け
も
行

な
わ
れ
、
行
政
に
よ
る
管
理
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
様
な

主
要
道
路
網
が
形
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
網
の
発
展
に
伴
い
明
治
時
代
に
は
各
種
の
車

が
発
達
し
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
車
は
自
動
車
で
は
な

く
、
馬
車
・
人
力
車
・
大
八
車
な
ど
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
は
人
を
乗
せ
る
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
荷
物
を
運
ぶ
た
め
の
も
の
で
し

〜
明
治
維
新
か
ら
戦
前
ま
で
〜 

道
路
交
通
網
の
整
備

寝
耳
に
水
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
く
や
し
く
て

挽
回
の
術
を
考
え
る
日
々

稲
見
　
タ
カ

た
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
宇
都
宮
市
を
含
め
た
河
内

郡
内
の
昭
和
元
年
の
各
種
の
車
の
台
数
を
見
る
と
、

乗
用
馬
車
８
台
、
荷
積
馬
車
１
、
９
９
１
台
、
荷
車

２
、
７
４
８
台
、
人
力
車
69
台
、
自
転
車
９
、
１
１

２
台
と
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い
種
類
の
車
が
た
く
さ

ん
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
自
動
車
は
わ

ず
か
23
台
の
み
で
あ
り
、
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
数
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
種
の
車
が
発
展
す
る
と
、
こ
れ

を
使
っ
て
営
業
を
行
な
う
も
の
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
明
治
の
初
め
に
主
流
だ
っ
た
人
力
車
は
、
鉄
道

の
開
業
と
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
正
時
代
以
降
、
自
動
車
が
普
及
す
る
と
急
速
に
衰

退
し
、
昭
和
10
年
に
町
内
に
は
わ
ず
か
４
台
を
残
す

だ
け
で
し
た
。
人
力
車
に
換
わ
り
台
数
を
伸
ば
し
た

自
動
車
は
、
乗
合
自
動
車
と
い
う
形
で
、
一
般
の

人
々
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
15

年
に
は
上
三
川
町
内
に
も
石
橋
〜
宇
都
宮
間
、
石
橋

〜
薬
師
寺
間
、
石
橋
〜
真
岡
間
の
路
線
が
運
行
開
始

し
、
昭
和
16
年
に
は
、
更
に
石
橋
〜
上
三
川
〜
東
汗

間
、
宇
都
宮
〜
屋
板
〜
上
三
川
間
、
宇
都
宮
〜
雀
宮

〜
東
汗
間
の
路
線
も
運
行
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

石
橋
自
動
車
路
線
図
（
大
正
15
年
）

献
立
が
決
ま
ら
ぬ
ま
ま
に
日
が
落
ち
る

大
町
　
小
口
　
達
子

試
着
室
少
う
し
派
手
を
着
せ
ら
れ
る

大
町
　
大
八
木
ト
ク

紙
人
形
色
は
あ
せ
て
も
い
い
笑
顔

石
田
　
稲
葉
　
チ
イ

看
護
師
の
お
世
話
へ
和
む
紙
お
む
つ

上
町
　
上
野
　
広
江

ハ
イ
キ
ン
グ
一
と
味
違
う
岩
清
水

上
蒲
生
　
渡
辺
　
文
子

愛
妻
の
味
へ
忘
れ
た
母
の
味

三
村
　
上
野
久
美
子

フ
グ
料
理
紙
よ
り
薄
く
技
で
切
る

石
田
　
大
塚
　
ナ
カ

甘
酒
が
出
来
て
友
呼
ぶ
祭
り
の
夜

石
田
　
高
橋
　
世
津

夕
焼
け
へ
明
日
の
予
定
は
決
め
て
お
く

上
蒲
生
　
鶴
見
　
敏
子

お
喋
り
は
黙
り
無
口
が
喋
る
酒

石
田
　
前
原
　
秀
雄

菜
園
の
み
ど
り
へ
い
の
ち
労
わ
ら
れ

上
蒲
生
　
菅
原
　
妙
子

（
投
稿
）


